
障がいのある子どもへのCAPプログラム
（スペシャルニーズプログラム）

交通費は地域によって異なりますので、お問い合わせください。

1
日
目

●子どものけんり 
●いじめ（子どもどうし）の劇とできること
キーワード ／ いや　友だち　話す

2
日
目

●誘拐（知らない人）の劇とできること
キーワード ／ 知らない人　うそ　ける　ふむ　逃げる
　　　　　　 特別な叫び声　覚える

3
日
目

●性暴力（知っている人）の劇とできること
●信頼できるおとなに話す劇
キーワード ／ 自分のからだは自分のもの　安心な触り方　
  　いやな触り方　安心なひみつ　怖いひみつ

▼
トークタイム

安心・自信・自由の言葉とイメージ先生による予習日

3日間で覚えたことを思い出し復習する先生による復習日

時　間：
スタッフ：
費　用：

40分～50分✕３日間（＋先生による予習日・復習日）
CAPメンバー 3人〜5人
ご相談ください

小学生～高校生
（クラス単位または学習グループ10人程度で実施）

対　象：

※子どもの理解度によっては、ベーシック
プログラム（ＣＡＰ小学生プログラムを基
本にして2日間で実施する）や、ティーンズ
プログラム（中学生暴力防止プログラム）
が効果的な場合があります。


